
会
員
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃

は
支
部
の
運
営
に
多
大
な
る
ご

支
援
を
頂
き
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

上
尾
支
部
は
昨
年
12
月
を
も
っ

て
創
立
40
周
年
の
佳
節
を
迎
え

ま
し
た
。
支
部
創
立
40
周
年
に

あ
た
り
、
長
年
役
員
と
し
て
上

尾
支
部
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

先
生
方
５
名
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
す
。

長
き
に
亘
る
歩
み
の
中
で
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
な
が

ら
今
日
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
多
く
の
役
員
及
び

会
員
の
先
生
の
多
大
な
る
ご
尽

力
の
賜
物
で
す
。

支
部
の
先
輩
は
、
他
支
部
に

先
駆
け
て
20
数
年
前
に
県
下
一

斉
の
無
料
相
談
会
の
ル
ー
ツ
と

な
っ
た
行
政
書
士
無
料
相
談
会

を
上
尾
駅
の
通
路
に
お
い
て
始

め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
同
時
期
に
上

尾
市
・
桶
川
市
・
伊
奈
町
そ
れ

ぞ
れ
に
毎
月
行
政
書
士
相
談
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。

『
年
々
歳
々
人
同
じ
か
ら

ず
。
』
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す

が
、
我
々
は
、
こ
の
素
晴
ら
し

い
伝
統
を
よ
り
改
善
し
、
行
政

書
士
の
地
位
向
上
と
社
会
貢
献

に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

パ
ス
カ
ル
は
、
『
人
間
は
自

然
の
中
で
最
も
弱
い
一
本
の
葦

に
過
ぎ
な
い
。
』
と
い
っ
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
規
制
緩

和
な
ど
を
直
前
に
し
て
、
行
政

書
士
は
、
法
律
家
の
中
に
お
い

て
「
一
本
の
葦
」
に
過
ぎ
ず
、

法
改
正
に
乗
り
遅
れ
が
心
配
で

す
。
パ
ス
カ
ル
は
、
『
こ
の
葦

は
考
え
る
と
い
う
能
力
が
あ
る

故
に
偉
大
で
尊
厳
が
あ
る
。
』

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

行
政
書
士
は
、
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
現
実
を
直
視
し
、
常
に

業
務
の
研
鑽
に
励
み
、
信
頼
の

確
保
に
励
む
こ
と
は
勿
論
、
上

部
団
体
の
日
本
行
政
書
士
連
合

会
と
日
本
行
政
書
士
政
治
連
盟

に
よ
る
行
政
書
士
地
位
向
上
の

法
改
正
に
あ
つ
く
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
益
々

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
行
政
書
士
会
の
研
修

旅
行
が
９
月
29
日
、
30
日
の
両

日
、
群
馬
県
安
中
市
の
「
舌
切

雀
の
お
宿

磯
部
ガ
ー
デ
ン
」

ほ
か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上

尾
支
部
か
ら
は
会
員
の
ご
家
族

も
含
め
て
11
人
が
参
加
し
、
総

合
大
会
、
懇
親
会
、
バ
ス
旅
行

な
ど
を
通
し
て
、
支
部
を
越
え

た
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
支
部

別
参
加
者
数
で
は
、
上
尾
支
部

は
県
内
23
支
部
中
第
１
位
で
し

た
。
研
修
旅
行
全
体
の
参
加
者

数
は
85
人
で
し
た
。

29
日
の
総
合
大
会
は
、
囲
碁
・

将
棋
・
麻
雀
・
俳
句
・
卓
球
・

ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ゴ
ル
フ
・
写
真

の
各
種
目
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

上
尾
支
部
は
準
優
勝
２
人
を
出

す
な
ど
の
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
夕
方
か
ら
の
懇
親
会
で
は
、

参
加
者
が
酌
を
注
ぎ
合
い
、
話

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
の

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
懇
親

会
の
後
は
二
次
会
で
更
に
交
流

を
深
め
、
そ
の
後
も
旅
館
の
宿

泊
部
屋
や
ロ
ビ
ー
な
ど
で
、
参

加
者
同
士
の
会
話
が
夜
更
け
ま

で
続
き
ま
し
た
。

翌
30
日
の
バ
ス
旅
行
は
、

「
道
の
駅
し
も
に
た
」
で
神
津

牧
場
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
楽

し
ん
だ
後
、
世
界
遺
産
暫
定
リ

ス
ト
記
載
の
「
富
岡
製
糸
場
」
、

洋
菓
子
店
舗
「
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス

タ
ハ
ラ
ダ
」
工
場
を
見
学
。
昼

食
は
18
〜
19
世
紀
の
貴
族
の
館

を
再
現
し
た
英
国
邸
宅
「
ザ
・

ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン
ハ
ウ
ス1997

」

で
取
り
、
夕
方
、
大
宮
駅
前
で

解
散
し
ま
し
た
。

研
修
旅
行
運
営
に
ご
協
力
頂

き
、
ま
た
参
加
を
広
く
呼
び
掛

け
て
頂
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
副
支
部
長

田
中
智
）
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支
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迎
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秋
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允
宏
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶

埼
玉
会
研
修
旅
行



10
月
12
日
、
埼
玉
県
行
政
書

士
会
主
催
に
よ
る
県
下
一
斉
相

談
会
に
際
し
、
上
尾
支
部
で
は

上
尾
駅
西
口
自
由
通
路
に
お
い

て
街
頭
無
料
相
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

相
談
員
と
し
て
26
名
も
の
支

部
会
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

相
談
者
60
名
、
相
談
件
数
76
件

と
い
う
結
果
は
、
同
日
に
県
内

各
支
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

相
談
会
の
な
か
で
ト
ッ
プ
の
数

字
で
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
大
島
敦
衆
議
院

議
員
、
中
根
一
幸
衆
議
院
議
員
、

島
村
穰
上
尾
市
長
、
畠
山
稔
埼

玉
県
議
会
議
員
に
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
き
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
行
政
と
市
民
と
を
繋
ぐ

大
き
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い

る
と
実
感
し
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
や
は
り
相
続
・

遺
言
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
成
年
後
見
、
不
動
産
、

借
地
借
家
、
離
婚
、
金
銭
問
題

な
ど
幅
広
い
対
応
が
求
め
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
事
業
部

と
し
て
も
研
修
会
等
を
通
し
て

会
員
の
皆
さ
ん
の
知
識
向
上
に

資
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
事
業
部
長

船
川
喜
正
）

11
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
、

あ
げ
お
産
業
祭
会
場
内
の
特
設

テ
ン
ト
に
お
い
て
街
頭
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

は
上
尾
上
平
公
園
に
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
上
尾
市
民

体
育
館
の
工
事
が
終
わ
り
、
２

年
ぶ
り
の
当
会
場
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

初
日
は
秋
の
日
差
し
の
も
と

多
く
の
来
場
者
で
会
場
全
体
が

大
変
に
ぎ
わ
う
中
、
相
談
に
み

え
た
方
も
多
く
、
17
名
の
支
部

会
員
が
相
談
員
と
し
て
27
名
37

件
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
10
名
の
相
談
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
雨
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
降

ら
れ
る
こ
と
な
く
無
料
相
談
会

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
は
り
前
日
に
比
べ
る
と
来
場

者
、
相
談
者
と
も
少
な
く
は
な
っ

た
も
の
の
、
19
名
21
件
の
相
談

に
対
応
し
ま
し
た
。

二
日
間
を
通
し
て
、
相
談
内

容
は
相
続
と
遺
言
が
大
半
を
占

め
ま
し
た
が
、
個
々
の
内
容
と

し
て
は
相
続
準
備
の
相
談
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
残
す

方
も
残
さ
れ
る
方
も
共
に
何
が

最
良
か
を
お
悩
み
の
方
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
支
部
活

動
を
通
じ
て
行
政
書
士
業
務
を

周
知
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
相

談
会
等
を
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
地
域
社
会
へ
貢
献

し
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
業
務
に

結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
今
後

と
も
積
極
的
な
事
業
部
活
動
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
事
業
部
長

船
川
喜
正
）

埼玉県行政書士会上尾支部機関紙 上尾支部通信第16号 平成26年1月1日発行

県
下
一
斉
相
談
会

街
頭
無
料
相
談
会

<

相
談
内
容
詳
細
（
２
日
間
合
計
）>

相
続
27
件
、
遺
言
17
件
、
不
動

産
５
件
、
成
年
後
見
３
件
、
親

子
関
係
１
件
、
そ
の
他
５
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上
尾
支
部
の
夏
季
業
務
研
修

会
が
７
月
26
日
（
金
）
、
上
尾

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
農
地
転

用
と
開
発
行
為
に
つ
い
て
」

（
実
例:

20
年
居
住
者
の
自
己

居
住
用
建
築
物
の
許
可
）
と
い

う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
役
所
に
お
勤
め
で
豊

富
な
実
務
経
験
を
お
持
ち
で
あ

る
上
尾
支
部
会
員
の
関
口
光
男

先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し

た
。当

日
は
28
名
の
会
員
が
参
加

し
、
関
口
先
生
が
実
例
を
あ
げ

て
建
築
物
の
許
可
に
至
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
丹
念
に
解
説
し

て
い
た
だ
き
、
非
常
に
分
か
り

や
す
い
ご
講
義
で
し
た
。

（
事
業
部
長
船
川
喜
正
）

今
回
の
研
修
は
知
的
資
産
経

営
支
援
に
つ
い
て
、
東
京
都
行

政
書
士
会
武
鷹
支
部
の
高
谷
桂

子
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
12

月
３
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

高
谷
先
生
は
知
的
資
産
認
定

士
で
あ
る
と
と
も
に
、
知
的
資

産
経
営
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

理
事
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
こ
の

業
務
に
精
通
し
て
お
ら
れ
る
行

政
書
士
で
す
。

今
回
の
研
修
に
は
他
支
部
か

ら
の
受
講
者
を
含
む
30
名
が
参

加
さ
れ
、
こ
の
業
務
に
対
す
る

興
味
と
期
待
の
大
き
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

講
義
内
容
は
、
「
見
え
る
化
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
企
業
に
お

け
る
財
務
諸
表
に
は
現
れ
な
い

自
社
の
強
み
を
再
発
見
、
再
確

認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の

今
後
の
方
向
性
の
準
備
及
び
決

定
や
社
外
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル

に
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

研
修
で
は
、
そ
も
そ
も
知
的

資
産
と
は
何
か
、
財
務
諸
表
上

の
資
産
と
の
違
い
や
強
み
を
具

体
的
な
デ
ー
タ
や
実
例
を
例
に

挙
げ
な
が
ら
丁
寧
に
講
義
し
て

い
た
だ
け
た
の
で
、
各
自
理
解

が
深
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
研

修
の
後
半
に
は
、
各
受
講
者
が

自
身
の
事
務
所
に
つ
い
て
実
際

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
研

究
、
検
討
を
し
て
み
ま
し
た
。

実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
で
、

知
り
得
た
知
識
を
習
得
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
業

務
拡
大
に
役
立
つ
テ
ー
マ
の
研

修
会
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
よ
り
多

く
の
会
員
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
業
部
長

船
川
喜
正
）

平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
25
年

11
月
ま
で
の
上
尾
支
部
の
会
員

動
向
で
す
。
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夏
期
業
務
研
修
会

冬
期
業
務
研
修
会

会
員
動
向

新
入
会

上
尾
市

鈴
木

英
夫

丸
川

國
俊

今
井

信
治

三
浦

智

無
川

一
男

入
倉

洋
樹

大
谷
津

和
夫

桶
川
市

松
井

純
太

伊
奈
町

佐
藤

久
美
子

変
更

上
尾
市

槙
野

邦
夫

東
京
会

↓
上
尾
支
部

上
尾
市

小
杉

悦
子

浦
和
支
部

↓
上
尾
支
部

上
尾
市

相
川

弘
子

浦
和
支
部

↓
上
尾
支
部



上
尾
支
部
、
平
成
25
年
12
月

３
日
（
火
）
午
後
６
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
、
上
尾
駅
東
口
に

あ
る
東
武
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

上
尾
内
ポ
リ
ア
ス
会
場
に
於
い

て
、
埼
玉
県
行
政
書
士
会
会
長

荒
岡
克
巳
様
を
来
賓
と
し
て
お

招
き
、
更
に
当
日
、
研
修
会

（
知
的
資
産
経
営
）
講
師
の
東

京
都
行
政
書
士
会
武
鷹
支
部
髙

谷
桂
子
先
生
と
浦
和
支
部
日
笠

雄
一
郎
先
生
、
岩
槻
市
支
部
藤

谷
浩
祐
先
生
、
春
日
部
支
部
大

村
世
一
先
生
と
上
尾
支
部
会
員

36
名
合
計
40
名
出
席
で
平
成
25

年
度
の
埼
玉
県
行
政
書
士
会
上

尾
支
部
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

初
め
に
厚
生
部
長
會
田
和
夫
の

司
会
者
で
開
催
さ
れ
、
次
に
上

尾
支
部
長
の
秋
山
允
宏
先
生
か

ら
「
上
尾
支
部
の
一
年
間
の
活

動
報
告
と
感
謝
の
挨
拶
」
を
さ

れ
、
次
に
埼
玉
県
行
政
書
士
会

会
長
荒
岡
克
巳
先
生
か
ら
「
埼

玉
会
の
一
年
間
の
活
動
報
告
等

と
謝
辞
と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
」

次
に
今
回
国
か
ら
瑞
宝
双
光
章

を
頂
い
た
髙
村
多
嘉
藏
先
生
か

ら
「
喜
び
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
話
を
伺
い
」
ま
し
た
。

次
に
36
年
間
行
政
書
士
を
開

業
さ
れ
て
い
る
榎
本
幸
雄
先
生

の
音
頭
で
乾
杯
を
さ
れ
宴
会
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。

会
場
の
各
円
卓
上
に
は
豪
華

な
洋
食
、
和
食
が
用
意
さ
れ
て

い
て
食
べ
切
れ
な
い
ほ
ど
の
料

理
と
ワ
イ
ン
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
の
飲
み
放
題
で
し
た
。

宴
会
が
始
ま
っ
て
か
ら
司
会

者
の
紹
介
で
熟
年
者
、
中
堅
者
、

新
人
会
員
の
順
で
自
己
紹
介
を

し
な
が
ら
和
や
か
に
宴
会
が
進

ん
で
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
席
で
は
行
政
書
士

業
の
話
し
な
ど
、
数
多
く
の
意

見
交
換
を
さ
れ
て
、
強
く
、
ま

た
、
深
く
親
睦
を
高
め
て
行
っ

た
様
子
で
す
。

ま
た
、
同
東
武
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー

ル
内
の
別
の
会
場
で
埼
玉
県
会

議
員
畠
山
稔
先
生
の
懇
親
会
が

さ
れ
て
い
た
の
で
、
会
長
、
支

部
長
と
各
役
員
さ
ん
方
々
が
挨

拶
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
会
懇
親
会
に
出
席
し
て
い
た

衆
議
院
議
員
大
島
敦
先
生
が
忘

年
会
の
会
場
に
お
み
え
に
な
り
、

「
感
謝
と
激
励
の
挨
拶
」
を
し

て
行
か
れ
ま
し
た
。

宴
会
も
最
高
に
盛
り
上
が
り
、

な
ご
り
惜
し
く
も
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
す
が
、

新
人
会
員
の
佐
藤
久
美
子
先
生

の
締
め
の
挨
拶
で
忘
年
会
が
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

（
担
当
は
厚
生
部
長
會
田
和
夫
、

副
厚
生
部
長
町
田
滿
、
厚
生
部

員
小
杉
悦
子
、
佐
藤
久
美
子
で

す
。
）

平
成
26
年
度
の
支
部
事
務
所

相
談
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

支
部
事
務
所
で
は
平
成
25
年

度
よ
り
支
部
広
報
活
動
の
一
環

と
し
て
、
県
下
最
初
の
試
み
で

あ
る
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土
曜

の
３
回
12
時
か
ら
16
時
ま
で
の

無
料
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。こ

の
度
、
平
成
26
年
度
（
平

成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27
年
３

月
ま
で
）
に
事
務
所
で
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
担
当
し

て
い
た
だ
け
る
相
談
員
を
募
集

し
ま
す
。
事
務
所
相
談
は
、
各

自
治
体
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
の
効

果
も
あ
っ
て
、
相
談
件
数
も
徐
々

に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
貸
し

下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
事
業
部
長

船
川
喜
正
）

支
部
事
務
所
の
無
料
相
談
の

実
施
を
宣
伝
す
る
た
め
の
チ
ラ

シ
が
完
成
し
ま
し
た
。

上
尾
市
役
所
、
桶
川
市
役
所
、

伊
奈
町
役
場
に
は
既
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

広
く
ご
覧
頂
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
各
方
面
に
働
き
か
け
、

各
市
町
の
支
所
な
ど
の
施
設
に

設
置
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

（
事
業
部
）
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忘
年
会

支
部
相
談
員
募
集

広
報
用
チ
ラ
シ


